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沙漠と沙漢化現象の一断面

石井武政(環境地質部)
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1.はじめに

サバクという言葉を目にし耳にしたとき皆さんはどん

た心象風景を描くでしょうか.ラクダにまたがり絹や

塩を運ぶ隊商の列が進むシルクロｰドの世界あるいは

アカバ目指してまっしぐらの『アラビアの1ゴレソス』の

映画シｰンはたまた鳥取砂丘や浜岡砂丘のようだ砂山

と風紋の景色.私もその一人ですが森林農耕地帯に

身を置き八百よろずの神冷に囲まれた多くの日本人が抱

くサバクの景観は多少なりともロマンチックである

種の郷愁とさえ重なるもののようです.

もう10年程も前のことサハラ沙漠の南縁部(一般にサ

ヘル地帯と呼ばれている)を訪れたことがあります.そ

のとき私に残ったサバクのイメｰジは日の出とともに

目中はガッカリするほど熱く夜半特に夜明げ前は涼しく

快適なこと疎らだ灌木と砂塵の向こうに確かに地平線

があること蝿や蚊がほとんどいたいかわりにサソリや

蛇に出くわすこと砂沙漠よりも岩石沙漠のほうカミ面積

的に広いことそして水や草を求めて移動する遊牧民ら

がとても厳しい自然条件と闘いたカミら生活していること

たどなどでした.つまりサバクはロマンチックとか郷

愁とからは程遠く見る前と後とでは全く世界観が

180｡変わるような現実そのものたのでした.

今このような過酷た沙漠地域が“沙漢化"という名の

もとにその面積を拡げていて世界的た関心を集めてい

ます(第1図第1表).拡大面積は毎年5万km2とも

6万km2とも見積もられ換算すればおよそ九州と四

国を足したほどの陸地が年々緑を失い砂に埋もれ乾

燥の世界に組み入れられているのです.しかも沙漠化

の進行はここ10-20年に最も加速Lているようです.

もともと全陸地の約3分の1は乾燥ないし半乾燥の気候

下にありますがどうLて沙漠地域が人女の目を見張ら

せまたそこで暮らしてきた人六の日常を脅かすほどに

拡大を続けているのでしょうか.

本稿では沙漢の成り立ちとその拡大の原因を幾つか

の書籍｡論文や新聞記事を基に紹介してみたいと思いま
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第1図沙漢化する地球(石1988の図18).
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策1表世界の沙漢化の危険度男I｣面積と既沙漠化面積(科学技術庁研究開発局

1989の別添資料2).(単位:kl〕ユ2)

�危険度極大��危険度大��危険度中��既沙漢化��計�

地域名����������

�面積�%�面積�%�面積�%�面積�形�面積�%

南米�414,195�2,3�工,261,235�7.1�1,602,383�9.O�200,492�工.1�3,478,305�19.5

北中米�163,191�O.7�1,312,524�5.4�2,854,273�11.8�32,638�0.1�4,362,626�18.2

アフリカ�1,725,165�5.7�4,910,503�16.2�3,740,966�12.3�6,177,956�20.4�16,554,590�54.6

アジア�790,312�1.8�7,253,464�16.5�5,607,563�12.8�1,580,624�3.6�15,231,963�33.7

オｰストラリア�307,732�4.O�1,722,056�22.4�3,712,213�18,3�■�一�5,742,001�74.7

ヨｰ1コッパ�48,957�O.5�『�一�189,612�1.8�^�一�238,569�2.3

計�3,449,552�2.6�16,459,782�12.2�17,707,010�13.1�7,991,710�5.9�45,608,054�33.7

す.たお本稿ではサバクの文字として“砂"漠ではた

く“沙"漢を使用することにします.サバクは砂のみ

の世界ではたく字義どおり水カミ少なく乾燥した果てしな

い世界であるからです.

2｡沙漠の特質

地球の全陸地面積153×106km2のうち約3分の1に

当る48×106km2が乾燥一半乾燥地域で荒っぽく定義

すれば蒸発散量が降水量を上回る地域に相当します.

ただL蒸発散するにはそれだげの水がそこにあるかどう

かが重要です.乾燥地域は水が乏しいわげですから

一般的には水不足をきたしていたい地表面からの蒸発散

量を実験的に求めてこれを乾燥地域にもあてはめ蒸発

散すれほこれくらいにたるという可能蒸発散量(推定値)

を考慮します.ソｰンスウェイトは世界各地の気象デ

ｰタを集め年間降水量がOのときに一100年間降水量

が可能蒸発散量に等しいときにOとするという乾燥示数

を設けて気候を分類Lました.メイグスはこれを更に

応用し気温と降雨期問を加味して乾燥地域を極乾燥｡

乾燥･半乾燥の三つに類型化しました(第2図).ただ

Lいずれにしても実蒸発散量(実際に蒸発散する量)は

気温湿度風光植生だと自然の様々た因子が関与

して変化するものですから可能蒸発散量とは理屈の上

でだけ成り立つものです.

沙漢の気候を頭に想い描くときにはまず雨が余り降

らたいということを考えます.数年前に来日した中東

からのある技術老は自分は傘を持ったことカミない自

動車にもワイパｰはたいと言っていました.でも全く

雨が降らないわげではありません.沙漢にも河の跡は

ありますし洪水で死者カミ出ることも事実としてありま

す.ある沙漢のある場所である年100mmの雨が1目

1989年10月号

だげあってそして向こう9年間一滴の雨も降らなかっ

たと仮定してみますとその場所での10年間の平均降水

量はユ0㎜㎜/年とたります.沙漠地域では降雨に周期

性や季節性がたいのがむしろ普通でこのようた統計学

上の平年降水量と実際の降水量との間の偏差(降雨の変

動率という)が大きいことが一つの特徴です.降雨の変

動率の分布(第3図)が沙漢の分布図(第2図)とよく一

致することがお分かりいただげることと思います.

気温についてはその較差(日較差や年較差)が大きいこ

とが特徴とたります.特に内陸に分布する沙漠におい

て較差が著しく明け方毛布が必要なくらいに冷え込ん

でも日中は体温を越える気温とたることが珍しくありま

せん.当然地表面や車のボンネットの温度も激しく

変わり昼間には鉄板の上で半熟の目玉焼きができるほ

どに熱くたります.一方湿度は概して低く数%か

ら30劣程度です.湿度が低い分だげたとえ目中が猛

烈に熱くても何とか我慢できるという按排(その分脱水症

や日射病に注意が必要)です.でも海岸沿いの沙漢では

湿度が100劣近くにたることもありまた未明に露が降

りたり霧が発生Lたりすることもあります.

風も沙漢の気候を支配する重要な因子です.風向き

や風力によって乾燥がより強調されたりあるいは気温を

昇降させたり更に砂塵を舞い上げたりして気候のみ

たらず地形や植生にも影響を与えます.サハラ沙漢南

部で吹くハルマッタンと呼ばれる風は熱砂を運ぶものと

して恐れられています.

次いで光(太陽光線)の影響も無視できません.地表

にまで到達した太陽光線のエネルギｰは結果として地面

を加熱する空気を加熱する水分を蒸発させるという

三つの働きをします.蒸発させるべき水分は沙漠地域

には最初からほとんどありませんのでエネルギｰの大

部分は地温と気温の上昇に使われます.沙漠では植生�
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第2図メイグスの分類による世界の沙漠(ダｰティｰ･ウィルキンソン1987の図1).
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策3図世界の降雨変動率

(ダｰティｰ･ウィルキ

ンソン1987の図4)｡

主要た沙漢における降雨

変動率カミ30%を越えるこ

とに注意.

が乏しいため光のアルベド(反射能:簡単に言えば入射量

に対する反射量の割合)が樹林地帯よりも大きくしたが

って空気がより一層加熱されることにたります.

乾燥地域において仮に十分た水と植生(草地)があっ

て蒸発散の現象が連続的に起こると(これが可能蒸発散量

の定義です)地表面の植生からまずアルベドが変化し

空気の加熱状態も変化し雲の量も変わると予想されま

す.したカミって蒸発散量の値そのものも変わり例え

ばサハラ沙漢での年間2,000mmを越す可能蒸発散量

(第4図)は期待できないものとたります.このこと

はもし現在のサハラ沙漢がかつてr緑のサハラ｣と形容

された時代のように草原で覆われているならば今ほど
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第4図世界の可能蒸発散量の分布(橿根

1973の図28).数値の単位は｡m/年｡

厳しい自然条件ではなくなるということを表していま

す.

3.沙漠の自然的発生要因

第2図を見て既にお気付きのとおり沙漢あるいは乾

燥地域は一定の規則的な分布をしていることが解りま

す.赤道を挟んで北半球･南半球ともに大体緯度10-50｡

の範囲でしかも大陸の東部よりはむしろ西部に展がっ

ています.北半球ではアフリカのサハラ中東のルブ

アルハリ中国のタクラマカンやゴビ北アメリカのモ

ハベだと南半球ではアフリカのナピブやカラハリ南

アメリカのアタカマオｰストラリアのグレｰトビクト

リアなどが代表的な沙漢です.

沙漢とは可能蒸発散量が降水量を上回っているところ

ですから沙漢の基本的た成因は気候条件に求められま

す.しかし気候は地形や海流大陸配置地球上での

位置たどに左右されます.そして長い(数万一致10万年の

オｰダｰ)目でみると海水準の変動すたわち大陸氷河

の消長の影響を受けています.大陸特に欧州や北アメ

リカに氷河が厚く継続的に存在した時代である氷期とそ

の間に挟まれた間氷期が繰返Lた原因については諸説あ

りますカミ太陽と地球との位置関係や地球の“ゆらぎ"

に基づくミランコビッチの説明が現在評価を得つつある

ようです.

1989年10月号

3.1沙漠と雨

沙漠地域は一般にまれにしか雨が降らたいところで

す.雨がさほど降らたいから乾いている草木もなか

たか育たたい.では逆にどのようた地域に降雨がある

のでしょうか.雨は空気中の水分(水蒸気)が上昇し

て凝結しある程度の大きさの水滴にまでなった結果降

ります.空気の上昇は例えば1)地上の空気カミ太陽

熱に暖められたとき2)風が立ちはだかる山脈に行く手

を遮ぎられたときあるいは3)気温の異なる二つの気

団がぶつかったときなどに起こります.これら上昇す

る空気に水蒸気が含まれている場合には降水の確率が高

くたります.夏の入道雲と騒雨は1)のケｰス冬の日

本海側の山雪は2)のケｰス梅雨や秋雨は3)のケｰスに

入ります.

さて梅雨や秋雨のシｰズンになると梅雨前線とか秋雨

前線という言葉をよく聞きます.この前線とは二つの

性質の違う気団の境界が地(海)面と辞するところを意味

していますが前線が発生Lやすい地帯を気象学では前

線帯と呼んでいます.当然のことだから前線に沿って

は大気が不安定で結果として前線帯には雨が多く降る

ことにたります.第5図を見て下さい.この図は1

か月間の毎日の前線の位置を重ね合わせたもので前線

帯とそうでたいところがかたり明瞭に区分できることが

分かります.アフリカのサハラやナミブアラビア半

島南部オｰストラリアの中央部など沙漢を抱える地�
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太線:前線,細線:収束帯,白丸:高気圧の中心,黒丸:低気圧の中心

域にはほとんど前線の活動が及んでいません.

南北両緯度の20-30｡の地域には亜熱帯高気圧がほぼ安

定して居座り北半球では北からの南半球では南から

の前線の進入を阻んでいます.この亜熱帯高気圧のも

とでは下降気流が卓越Lて雨がたかだか降りません｡

また亜熱帯高気圧の縁を北半球では北東貿易風が南半

球では南東貿易風が吹いてそれぞれ赤道付近でぶつか

り合う格好にたります.ところが赤道付近には貿易風

とほとんど反対方向に吹く赤道西風というものが存在す

ることが明らかになりました.したがって正確には貿

易風どうしがぶつかるのではたく貿易風と赤道西風が

0.O.30.60･

90.ユ20'150･

���

50第5図1か月間の前線の分布

(鈴木1978の第2図).

ぶつかっているのです(これを収束帯と呼ぶ).赤道西風

は小さな流れですが非常に湿っており山があって上

昇すればすぐ雨を降らせるという性質をもっています.

第6図の黒矢印で示されたとおり赤道西風はサハラ沙

漠南縁からエチオピアやインドを経てインドシナに達し

それぞれの地域に夏モンスｰンの雨をもたらしていま

す.

湿った空気が上昇することが降雨の基本的な条件です

からただ空気が湿っているだけでは雨は降りません.

実際に紅海沿岸のアラビア半島は湿度が相当に高いのに

雨が降りません.またナミブやアタカマのようだ海岸

''ノ

ッ

○り

}前線帯の北限または南限

醸観前線帯の到来がないためにできる乾燥地一

睡固風下による乾燥地一

1前線帯の季節的移動

噌赤道西風､夏の位置を示す

口⇒ヒプシサｰマル期の赤道西風,夏の位置を示す

120･90.60･
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第6図前線帯と沙漢の分布

gO'(鈴木1978の第1図).
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沙漠においても湿度が100形になって霧が発生すること

はあっても雨にはたりません.山があるとか前線が通

過するとかとにかく上昇気流が起こることが必要なの

です.一方湿った空気が山脈で雨や雪を降らしたあ

との風下側はどうでしょうか.冬の日本の天気予報の

決まり文句｢日本海側は雪か時雨太平洋側はカラカラ

の晴天が続くでしょう｣を思い出して下さい.山脈や

山地の風下側は乾燥します.このようた常に山脈の風

下側にあって乾燥している地域としては中国のタクラ

マカンやゴビ南米のパタゴニアアメリカ西部の沙漢

などを挙げることができいずれも中緯度編西風と呼ば

れる西風によって乾燥化しているところです(第6図参

照).

3.2沙漠と太陽と氷河

地球の各地の気候及び気候変化はもとはと言えば太

陽の放射エネノレギｰに支配されています.地球が受け

取った太陽エネルギｰは大気や海水の動きとともに伝播

分散されていきます.地球と太陽との距離地表面と

太陽光線とのたす角度地球の自転大陸と海洋の配置

これらが全て地上の気候に影響を与えています.

空気中の水蒸気が一定Lて少たいところは普通乾燥し

ています.ですから大陸奥地の海から遠い場所は近い

場所よりも乾燥化しうる条件を備えています.Lかし

南米のアタカマやアフリカ南部のナミブのように海岸地

帯に沙漠カミあるのも事実です.これにはどうも冷たい

海流や湧昇流が関係しているようです.また地質学的

に長い時間(数百万一数千万年のオｰダｰ)でみると大陸は

分裂したり移動したりしています.このことは大陸と

海洋の分布が過去には現在と異たりしたがって気候も

相当異なっていたことを意味しています.

もう少し短い10万一数万年のオｰダｰでみますと地

質学で第四紀と呼ばれる時代の後半およそ70万年前か

ら現在までにかけては氷期と間氷期が繰返し起こってい

ます.ミランコビッチは地球の公転軌道の離心率の

変化(9.3万年周期)地軸の傾きの変化(4万年周期)及び

歳差運動(2万年周期)の合成から地球が受け取る太陽

エネルギｰの周期的変動を説明しました(本誌p,48第2図

参照).離心率が大きいとは地球の楕円軌道がより偏平

になること歳差運動とは回転する独楽のゆれと同じで

あると考えて下さい.陸地の大部分が分布する北半球

が夏至の頃地球が太陽から最も遠くかつ北半球高緯

度地域の受ける単位面積当りの太陽エネルギｰが極少に

なるように地球の傾きが最も小さいとき北半球上の大

陸に氷河が成長し寒冷化が進行すると説明できます.

そして一且地表面が氷で覆われると先に述べたアルベド

(反射能)が大きくたり地表はますます冷えていくこ

1989年10月号

とにたります.ただし寒冷化は緩慢に進んで氷期はお

よそ8-9万年続き反対に温暖化は急速に進んで間氷期

はおよそ2万年続きます.このサイクルが70万年前以

降7回あったことが確認されていて現在の地球は間氷

期のヒプシサｰマル(高温期のことで縄文時代に起こったこ

とは立証されている)を過ぎてから大体5000-6000年が経

過しています.

最終氷期最盛期の2万一1万8000年前の地球は平均気

温が現在よりも2-3℃(場所によっては10℃前後)低く

海水準は今よりも80±5㎝ほど低いレベルにありまL

た.最終氷期には南極大陸と北欧や北米大陸北部は厚

い氷河に閉ざされていましたがその他の地域の大部分

には氷河はたくむしろ沙漢と森林カ砂たかった代わり

に草原が広がっていたとみられています.世界で現在

最も広大な面積をもつサハラ沙漠はこの最終氷期の時代

に消滅し｢緑のサハラ｣と形容される恐らく当時の人

類にとっては生活しやすい快適な地帯であったと想像さ

れます.気候学の観点からは｢緑のサハラ｣をもたら

したのは北からの前線帯の南下と南からの収束帯の北

上が合わさって降水量が増加Lたためと考えられていま

す.日本でいう縄文時代前期に当る約6000年前頃世

界は後氷期のヒプツサｰマル(ヨｰ目ツバでは最快適な気

候を意味するクライマチックオプチマムと呼ばれた)の時期を

迎えました.現在よりも気温は平均して2-3℃高く

海水準は3mほど高い位置にありました.この時期も

中緯度地域の多くは現在に比較して多湿の気候下にあり

(第7図)サハラは再び縁に覆われていたことが判明し

ています.ナイルチグリス･ユｰフラテスインダ

ス黄河の各流域の4大文明発洋地が今よりも多湿の環

境にあったことも注目されるべきでしょう.インダス

文明のハラッパ遺跡に排水溝が見つかっているのも雨の

多さを物語る証拠です.ヒプシサｰマルの高温期には

蒸発散量が大きかったとみられますがそれを上回る降

水量が赤道西風すたわち収東帯の北上に起因してもたら

されたと考えられています.

4.沙漠化と現代人との係わり

これまで沙漢の特質やその分布及び沙漢化を促す自然

的な要因について述べてきました.沙漠は現在の環境

下ではあるべきところにありまた地史の上では地球的

な環境変動に伴い少なくとも第四紀後半に10万年単位

のサイクルで発生と消滅を繰返してきました.気候学

や地質学地球化学考古学植物学だとの調査研究を

総合して沙漢化の自然的たメカニズムはおおよそ判明し

てきています.しかし沙漢化をもたらすのは何も自然�
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第7図ヒブシサｰマル期と現

在との土壌水分状態の比

較(大嶋1989の図2).

的た要因のみではありません.そこで次に考えよう

によってはずっと深刻な側面をもつ人為的な要因につい

て触れてみることにしましょう.

4.1文明の後に沙漠が残る

ここ10-20年ほどの間に“宇宙船地球号"に対して様

々た警告が発せられています.それは人間活動の影響

は人類のみたらず地球全体に及ぶという危機意識に削っ

たロｰマクラブの｢成長の限界｣宣言(1971年)に始ま

るといってよいでしょう.以来資源の消費･枯渇と

廃棄物の排出また公害問題たどに絡む指摘は多分に先進

国に向けられてきました.現在でもその基本の構図は

余り変わってはいません.単純た図式では原因者と被

害者がいてその根源を絶ちかづ自然界に自浄と回復の

能力が残されていれば問題の程度は軽減していく方向

にあります.しかL指摘の多くが先進国に向けられて

いるとは言っても現状は以前に増してずっと複雑で深

刻でありLかも極めて“人間的た"要素をも含むとい

う事態です.事態を引き起こした原因者が同時に被害

者にたり被害を一方的に受けていると主張する人六も

また一面で原因者の構成メンバｰであったりしているの

です.以下少しずつ事例を追ってみることにします.

世界における農耕の始まりは西アジアでの1万1000年

前にあると言われています.狩猟採取の生活から定着

して農業を営むようになり人間は次第に自然をいじ｡り

始めました.自然改変の規模が小さく人口も少たかっ

た時代の農業は全く天候に支配されたもので人間の活

動は環境に負担を与えるほどのものではありませんでし

た.Lかし中央集権的な都市国家の誕生とともにま

ず人間は森林に過重た圧力を加えることとたりました.

それはおよそ4000年から5000年前のこと(日本では弥生時

代における稲作が始まる2200年前くらい)と考えられます.

エジプトエｰゲクレタミケネの各文明は相次いで

起こりまた滅びましたがそこには気候自体の変化と樹

木の乱伐があったと言われています.r文明の前に森

があり文明の後に沙漢が残る｣とはけだし名言ではたい

でしょうか.

4.2温室効果ガスの増加

話を一気に近代から現代に進めましょう.その手始

めは産業革命以後の大気中の炭酸ガス濃度の増加問題で

す.第8図と第9図に示されたとおり地球の炭酸ガ

ス濃度は確実に増えています.19世紀の終わり頃は炭

酸ガス濃度は290ppmくらいでしたが今では約350ppm

にまでたっていて石炭だとの化石燃料の使用量の増加

にほぼ比例しています.これが地球を温暖化させる主

役の温室効果ガスの一つであるとして注目を集めている

わげです.主流とたっている見解では炭酸ガス濃度

が現在の2倍に達したとき地球の平均気温は3.O±1.5

℃上昇するそうです.これだけの温度上昇はちょうど

ヒブシサｰマル期の地球環境に匹敵しています.地球

が本当に温暖化していったときどのような現象が起きる

か確実た予想は難しいのですがここにも地球科学の

果す役割が相当に大きいことを痛感します.

さて炭酸ガス濃度の増加や温室効果問題の行く末につ

いては別の議論に譲りここではもう一度第9図をなカミ

めてみることにしましょう.ハワイのマウラノアで継

続観測されている炭酸ガス濃度の測定値には明らかに季

地質ニュｰス422号�
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第8図過去100年間における地表付近の二酸化炭素

濃度と化石エネルギｰ消費量の推移(工業技術

院産業公害研究総合推進会議企画委員会1988

のP.18の図4)｡
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第9図ハワイ島マウナロア(1)

と南極点(2)における二酸

化炭素濃度の経年変化

(工業技術院産業公害研

究総合推進会議企画委員

会1988のP,19の図5).

節的た変化が認められます.つまり毎年毎年北半球

の冬の終わりから春先にかけて炭酸ガス濃度は極大値に

達しそして夏の終わりか秋の初めに極小値を示してい

ます.南極点の測定値にも周期的た変化がありここ

では南半球のやはり冬の終わり頃に極大値が夏の終わ

り頃に極小値があります.これは温帯地域の落葉樹だ

と季節に応じた生命活動を繰返す植物の“脈動"パタｰ

ンに一致し植生の勢いが盛んだ季節には炭酸ガス濃度

は減少するということです.炭酸ガス濃度の減少とは

この場合大気中の炭酸ガスが植物の体内に固定される

ということを意味しています.

4.3沙漠と熱帯降雨林

植生は炭酸ガス濃度の変化一つをとってみただげでも

重要たものです.従来森林は建築材料や燃料あるい

は紙パルプの原料だと物質資源としてのみ扱われてきた

感がありますが実は環境資源(環境を調節する機能)の

側面をもつ存在であることに十分な注意が私われるべき

1989年10月号

でしょう.では森林のうち通年繁茂し最も炭素の貯

蔵量が多いとみられている熱帯降雨林(第2表)は今ど

のようた状況に置かれているのでしょうか.

熱帯降雨林は赤道に沿う一帯にかつてはまさにグリｰ

ベルトとたっていました.Lかし一説によれば100年

前には地球上に約16億haあった熱帯降雨林が今では9

億haにまで減少してしまったそうです.その原因には

大きく分けて焼き畑農業による破壊と大鏡模た伐採に

よる破壊の二つがあります.伝統的た焼き畑農業では

一度火を放った森林地域は2-3年の間耕作し次いで

後の10-20年は植生が回復するまで放置しておきます.

この農耕システムは最近では土地をもたたい農民の流入

などでほとんど崩れてしまい森林は次序に焼き討ちの

憂き目にあっています.

破壊された降雨林はたかだか元には戻りません.破

壊の背景には途上国での爆発的た人口増加(第10図第3

表)食糧難穀物栽培農業から溺金収入を求めての換金�
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第2表主要植物群落の炭素収支

(ウッドウェル1978のP･28の表)･

�＼松狐曳ユエφ∫∫十､て_つλちつ��

熱帯多雨林�17.O�1E.8�詞4.o

繍蕊季蘭林�75�5.4�117.O

埋箒請撮林�5.o�2.9�79.O

畳帯落葉林.�70�3-8�95.O

亜寒帯林�12.O�一.3�108.O

住木林�8,5�2.7�22.O

サバンナ�1510�6.1�27,O

邊梼草原�9.o�2.4�6.3

ツンドラ.高山箒草原�8.O�O.5�2.3

砂漠低木�18.O�O.7�5.9

岩石､氷原､砂漠�24.O�O.03�O,2

展繊地�14,O�4.1�6.3

沼沢.蒐沢林�2.O�2.7�13.5

湖届.河』ll�2.O�o.4�O.02

全慶地小計�149.O�52.8�826.5

外洋�332.O�18.7�O.{5

湧昇流坦�O.4�O.1�O.O04

大陸棚�26.6�4.3�O.12

鋏堵.さんコ耐�O.6�o.7�O.54

河口域�1.4�1.O�O.63

全海洋小叶�361.O�24.8�1.74

世界含叶�510.O�η.6�828.O

作物農業への転換土地所有制度の矛盾(少数の大地主と

多数の小作人及び土地の囲い込み)だと政治･経済･社会

的な側面と更に思いのほか脆弱た熱帯降雨林の生態系

があります.熱帯降雨林地帯の土壌は薄くしかも高

さ30mを越すようだ巨木でもその根はわずか1mほどし

かたいそうです.

樹木は地元の人々が薪燃料用に切り出すほかにもっと
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第10図“人口爆発"曲線(キｰプィッツ1976のp.11の図).
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森林伐採

地表の緑被1空気対流の

の破壊増加

蒸発景の保水力の

減少減退

雨による地表の日射

表土の流失最の増加

降雨最の

減少

土壌侵食1地表の硬化干ばつ

【■｢

植生の

再生不能

第11図森林破壊の影響(石1988の図10).

大規模にかつ激しく伐採され続けています.紙パルプ

原料として建築材料として果ては棺桶資材としてまで

更にハンバｰグ用の牛肉を賄う目的で牧場を造成するた

めに乱伐されているのです.多くは先進国からの需要

を満たしそして途上国の外貨獲得の手段に熱帯降雨林

は痛められています.伐採の跡地に熱帯の強い雨が降

るとたちまち表土は有機質とともに洗い流され陽が射

せばコチコチの堅い地表に変わってしまいます.台地

や山地の斜面では保水能力の急速た低下が重なり雨は

鉄砲水のごとく溢れだして土地は不毛の地に荒廃してい

きます(第11図第12図).

ある意味では炭酸ガスの増加は化石燃料の使用量拡大

のみに比例するのではたく森林の荒廃と森林面積の減

少にも深く係わっていて同時に現象面からみると沙漢

は熱帯降雨林地域にも生まれていると言えます.もと

もとの沙漢の縁辺地域の現状は推して知るべきでしょ

う.人口の増加難民の流入過放牧農業構造の転

換立木の伐採管理されていたい灌混しばしば襲う

早ほっと大洪水土壌の流出だとが全部相乗して沙漠は

ますます周囲に拡大Lています(第4表第5表).

.qOトン

O.一%

疎林

○トン

��

草地θ

茎

上壊養食量(トン/ho〕

冒

流出水率

(降水愛に対するパｰセント〕

1∵㌣

〃%､ノ搬

｡､

5.アｰスシステムの複合破壊一あとがきに代えて

沙漢と沙漢化機構の一端についてこれまで述べてきま

した.沙漢が拡大していると一言で片付けてもそこに

は実に複雑多岐に亘る原因･背景カミあります.メカニ

ズムを追及するだけで学問領域を網羅的に総合すること

が必要です.その上国際政治の舞台で検討されるべき

南北間題･東西間題などが絡んでいます.何故途上国

を中心に人口が爆発的増加をしているのか何故先進国

では消費がますます増えているのか食糧･エネルギｰ

･海洋と大気･飲み水だどたどの将来は大丈夫たのか

事態の深刻さに標然とする思いです､

1989年10月号

第12図タンザニアの半乾燥地域における地表植生別の土壌

浸食率(ダｰティｰ･ウィノレギンソソ1987の図29).

沙漢化現象はアｰスシステムの破壊の一断面に過ぎま

せん.乾燥地域では動物の排泄物は貴重た燃料になっ

ていますが乏しい植生をもし少しでも豊かにしていこ

うとすれぱ本来は有機質肥料として大地に還元すべき

ものかもLれません.そういうことが出来ないほどに

悲観的た状況です.

沙漢化をくい止める試みや未開発地域の振興計画は各

地で行われていますが短期的な成果を狙ったものはほ

とんど無残な目にあっています.ナイル川の水を塞き

止め灌概農業に革新をもたらそうとしたアスワンハイダ

ムは結果的に大失敗でした.ブラジルやインドネシア

で過剰た都市人口を地方に分散させようとしているプロ

ジェクトはかえって植生の破壊や沙漢化を引き起こし

て困難な状況に陥っています.地球が患っている症状

についての病理学的所見を見落とした対策技術や政策判

断は逆に患者を一層悪化させてしまうことがありま

す.

第13図にアｰスシステムが患っている病気のカルテを

図示してみました.沢山の病カミ併発してそれぞれの

病気が他の病気と結び合っています.既に潜伏期間は

とうの昔に過ぎて満身から精気が消えつつあるようで

す.アｰスシステムの破壊をこれ以上進めたいために

はまず健康であった頃の状態はどうであったかを正し

く見極めることが大切です.かつての人間と自然との

係わり合い人問も生態系の一員であるとの謙虚た姿勢

アｰスシステムはどこか一つあるいはどれか一つが欠け

ても狂い始めるまさに全体として一つの系であるとの認

識このようたことを一人ひとりが考え直していくこと

カミ肝要でしょう.

直ちに施さたけれぱたらない処方の一つは緑の再生と�
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第4表乾燥地の地域別･土地利用別の農村人口と被沙漠化人口

(科学技術庁研究開発局1989の別添資料3)･

(単位:百万人)
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502･01135･O*21(57･0)*3
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*1都市生活人口を加えると4億7800万人

*31977年の数字

*2都市生活人口を加えると2億3000万人(8,000万人)*3

第5表乾燥地の地域別･土地利用別の沙漠化面積の比率

(科学技術庁研究開発局ユ989の別添資料3)･

(単位:百万ha)
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第13図アｰスシステムの破壊の構図.

保護です.サヘルやエチオピアの乾燥地域更に中東の

海岸沙漢に植林を試みるボランティアグルｰプの活動

また破壊された熱帯降雨林の再生に挑む国際協力事業団

専門家の活動など日本からの支援も続いています.

しかし現状では10本の木が切り倒されやっと1本の木

が植えられている割合ですのでこれからは既存の政治

･経済的た枠を越えた欠きた取組みが必要にたるでしょ

う.

ぺ一パｰレスを一っの目的として導入したコソピュｰ

タが実際は大量の紙ゴミを出すことアスファルトとコ

ソクリｰトの地面が地下水の潤養を妨げていることフ

ジツポや貝を寄せつけたい船底塗料中の有機スズカミ海魚

を汚染していること脱脂に抜群の効果を示す有機溶剤

が人体に有害であること車や工場からの排出ガスが酸

性雨の一因であることたどなど私達が享受している豊

かさと便利さの陰には落とし穴があり大きた代僕を支

私うのは私達自身であることを説教じみた話で恐縮で

すが最後に記しておきたいと思います.割りぽしを使

うときトイレの水を流すときスプレｰを吹きかける

ときいつでも私達の身の回りには環境間題が忍び寄っ

ているのです.
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新刊のお知らせ

｢石油地質⑧探鉱用語集｣

石油技術協会編

この度石油技術協会より上記の本が出版されました.

大きさはB6版(約18cm×13cm)318ぺ一ジ(約1.9cm)

でカバンのなかに入れても机の上においても場所をと

らたい上に大変使いやすいハソデｰ･タイプです.水

用語集はみかげは小さいにもかかわらず多くの人の

協力と努力によってできあがった価値のある大変パワフ

ルた一冊であります.石油鉱業に関連する人の実用の

書･座右の書としてはもちろんのこと地質学一般に興

味のある人にとっても大変興味ある読み物蕃蒙書と

して役に立つのではたいかと考えられるのでここに紹

介します.本書の主な特徴は以下の通りです.

1)収録した語数は1,552語で堆積学(砕屑岩及び炭酸

塩岩)･貯留岩物性･物理検層･物理探鉱･石油地球化

学･石油地質学･古生物学･地質年代学･鉱物学･岩石

学･リモｰトセンシング･構造地質学･海洋地質学･グ

ロｰバルテクトニクスなどおよそ石油鉱業に関連するあ

らゆる分野の用語が選択･収録されている.

2)上記の専門用語の他に世界の油田(194油田)と堆

積盆地(114盆地)石油探鉱に関連の深い地層や地域な

どを説明する固有名詞の用語が加えられており本書の

一大特徴をなしている.これらの説明にあたっては

本邦の石油鉱業界の経験と知識･情報が大いに活かされ

ているといえる.

3)付録として世界の堆積盆地･油田分布図地質時

代区分表地層対比表堆積環境説明図サイスミック

･ストラティグラフィｰの概念図世界の研究所一覧だ

との図表類がつけ加えられており本文の解説を助ける

のに役立っている.

4)各項目の見出しはすべて英語になっており従って

配列もアルファベット順になっている.これは固有

名詞の項目が多いのと関係しているのであろう.もち

ろん英語の見出Lの後にはその日本語訳がついてい

る1索引もすべて英語で引くようにたっている.索

引には見出しの用語はもちろんのこと各見出しの解

説の中でのみ用いられている用語も載せてあり読者に

とって大変便利たようにたっている.

5)水用語集の執筆は石油開発会杜や研究機関の第一

線で働く若手ないし中堅の技術者と研究者68名による記

名執筆であり特に石油の探鉱に直接タッチしている石

油開発会杜の技術者が多数参加しているのが本書の一

大特徴であるといえる.各項目はやさしくかつ簡潔に

記述されていることから大変読みやすい解説とたって

いる.また更に詳しく知りたいときにはその項目の

執筆者に直接問い合せることもできよう.

本書の価格は一冊2,700円である.購入を希望す

る場合には石油技術協会事務局(〒100東京都千代田区

大手町1-9-4(経団連会館)石油鉱業連盟内,TEL･03-279二

584ユFAX.03-279-584壬)まで必要部数･氏名･送り先

住所を明記のうえはがきでお中し込みください.一

度に5冊以上お申し込みの場合には送料は無料にたる

とのことです(ただL同一グルｰプの場合には1回限り

とのことです).一冊の場合の送料は260円で一冊増

すごとに約50円加算されます.支払いはます.領

本とは別個に送られてくる請求書により銀行振込どたり

収書が必要た場合には振込用紙にその旨を宛名指定

金額とともに明記して欲しいとのことです.更に詳しい

ことがお知りにたりたいときは上記に直接間い合わせ

るとよいでしょう(燃料資源部徳橋秀一).
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